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狭山水みらいセンター本館            せせらぎの丘 

概要 

第５回講義として大阪府南部流域下水道処理施設「狭山水みらいセンター」の見学を行っ

た。私たちの家庭から排水される汚れた水が、どのように流れ、処理されて、きれいな水になる

のかを勉強しました。 

三井課長（パワーポイントを用いて） 

１． 大阪狭山市は狭山町の頃から下水道事業に取組んできました、市制をひいた昭和 62年

頃の普及率は６１％でようやく半分を超えたぐらいでした。 

 その後人口増加とともに住民を伝染病から守るために水質改善を目的として一気に下水道

の整備を行ってきました。 



平成 14年には９９・９％までの普及率となり府下で第６位に位置していました、現在は汚水

整備も完了し浸水対策として老朽化した雨水用の下水道の改築を進めているところです。 

２．私たちの生活と下水道について 

皆さまが毎日使っている水道水は下水道管に流れ込みます。4人家族で 1日 1000 リットル

の水の使用量になります、1人当たり２５０リットルとなり大きなペットボトルで 167本分の水を使

用していることになります。 

汚水は汚水管、雨水は雨水管をとおって、汚水の汚れは汚水処理場へ、雨水は河川へと

流れていきます。 

汚水対策として、雨水用下水道管の維持管理、点検が非常に重要なこととして取組んでお

ります、下水道は私たちの生活でかけがえのない施設であり、下水道管の適正な維持管理の

ためにも、熱湯、廃油、髪の毛など流さないようにご協力をお願いいたします。 

 

３． 下水道普及率 

     平成 24年    99.9％ （水洗化率 95.1％) 

     平成 25年    99.9％ 大阪府下では第 5位（水洗化率 96.3％） 

      

４．下水道事業の財政(平成 23年度） 

  歳入 15億円                    歳出 15億円 

下水道使用料      約 7.3億円（48％）   公債費           約 9.5億円（63％） 

    地方債          約 2.9億円（19％）   下水道維持管理費  約 1.7億円（12％） 

    一般会計からの繰入 約 3.7億円（25％）   流域下水道負担金  約 2.15憶円（14％） 

    負担金・その他     約 1.1億円（8％）    公共下水道整備費  約  1憶円（7％） 

                                 その他 (人件費）  約 0.65億円 （４％） 

                    

 

       

三井課長                     講義風景 

 

 



池田センター長 

１．狭山水みらいセンターのあゆみ   

  昭和 42年 富田林金剛終末処理場として供用開始 

 昭和 55年 流域下水道狭山処理場（処理能力 30,000㎥/日） 

供用開始 

  平成 14年 Ⅱ系水処理施設完成（処理能力 40,750㎥/日）          

  平成 18年 狭山水みらいセンターへ名称変更                  

  平成 20年 Ⅱ系処理能力増強 6１千㎥/日 設備・運転・運営管理を大阪府に一元化                                                             

          平成２５年７月Ⅰ系休止（Ⅱ系にてⅠ系分処理開始） 

２．管理運営体制 

  富田林市、大阪狭山市、河内長野市を処理区域として次の職員で管理運営しております。 

  大阪府職員  センター長他 ９名（勤務時間９：００～１７：４５） 

                    運転管理 ６名  設備保全 ３名 

  運転管理業者委託  ３７名（２４時間３６５日休まず稼働のため） 

３．名称の変更 

   下水の処理場ということで汚い、臭いというイメージを少しでも変えて頂こうという思いで高度処

理水や汚泥が循環型社会を創出する未来へ繋がる大きな可能性を持っていると、平成１８年度

４月より「狭山処理場」から「狭山水みらいセンター」に変更されました。 

   建設事業費（概算）は用地買収費等含めて約２０００億円と伺っております。 

４．下水の正しい使い方 

   残さない：食事は食べる分だけ作り残らないようにする。 

   ふき取る：食器やフライパンは汚れをふき取ってから洗う。 

   流さない：食べ残しや残りくずを直接流さない。 

   大和川は、長い間全国No 1の汚染河川の汚名を着せられていたが、H20年度は、No ２

平成 21年度は No 3 となった、流域では下水道整備で高度処理をしており河川の浄化を 

はじめ、さまざまな河川美化活動が行われてきており、水質は徐々に改善されつつあり、こ

のような順位変動となりました。 

流域住民一人ひとりが「大和川をきれいにする小さな工夫」に協力をして、「残さない」「ふ

き取る」「流さない」など出来ることから毎日の習慣にすれば水質保全につながります。 

             

池田センター長                     施設見学風景 



 

５．下水道の仕組み 

水処理施設（微生物により有機物を分解） 

  流入下水 

                                              汚泥処理施設 

前処理施設   (紙、布、髪の毛や砂を除く) 

 

最初沈殿地  （大きな浮遊物を取り除く）         

                            沈殿   重力濃縮槽 

嫌 気 槽  （活性汚泥=微生物を加える） 

 

無酸素槽  （微生物により有機物を分解し 

窒素はガスとなって放出除去       濃縮汚泥混合槽 

                                                   脱水機 

好 気 槽  （微生物の働きで有機物が分解され               脱水ケーキ 

         アンモニアを硝化とリンを除去）           遠心濃縮機        焼

却炉 

 

最終沈殿地  （活性汚泥=微生物を沈殿除去）         余剰汚泥      灰 

                                  

砂濾過設備  （細かな残留物を濾過除去）                  大阪沖   焼成 

                                              埋立   レンガ 

消    毒   （減菌）             オゾン                 （平成２３年 

                                                   で終了） 

受け入れから 14時間かけた         又は場内緑化、 

処理済の水を東除川              せせらぎの丘に放流    

 

せせらぎの丘 

平成 16年から供用開始、広さは約１万㎡。施設内のせせらぎは、センターで処理された 

高度処理水が利用され、さらに、処理水は、農業用水、道路散水にも使用されている。 

かがやき広場 

平成２１年から供用、広さは約 13,000㎡､その内約 6.600㎡の活動ゾーンは芝生が敷かれ、

子ども達が安心して遊んでいる。散策路が設けられ、せせらぎの丘にもつながっているので一

体で楽しめる。 

                                                 以上 


